
                          

講演「韓国の市民運動に学ぶ」 

～日本のこれからの民主主義の在り方を考える～ 
 

 

 

【講師】弁護士 宇都宮 健児 先生 

 

【肩書・現職】 

東京弁護士会 所属弁護士 

元 日本弁護士連合会 会長（第 46代） 

反貧困ネットワーク理事長 

 

【略歴】 

1971 年弁護士登録。1970 年代より消費者金融（サラ金・ヤミ金）被害や多重債務問題の救済に尽力し、

グレーゾーン金利撤廃を盛り込んだ 2006年「改正貸金業法」成立に大きく貢献。2008年末の「年越し派遣

村」名誉村長を務めるなど格差・貧困問題にも深く関与。2010〜2012 年日弁連会長。現在も困窮者支援や

人権擁護の現場で精力的な活動を続けている。  

 

【主な著書】 

『韓国市民運動に学ぶ』『サラ金・ヤミ金・クレジット 借金撃退法』『消費者金融 実態と救済』ほか多数 

 

【講演概要】 

 軍事政権の弾圧に抗い、多くの犠牲を払いながら民主主義を勝ち取ってきた光州民衆抗争、そして国民の３

人に 1 人が街頭に集った「ろうそく市民集会（キャンドルデモ）」。 韓国の市民社会は、なぜこれほど力強く声を

上げ、政治や社会を動かすことができるのか。日本の消費者金融被害・多重債務救済や貧困問題の最前線に立

ち続けてきた宇都宮健児弁護士が、韓国の市民運動の歴史とエネルギーを紐解き、これからの日本における市

民連帯と民主主義の可能性を参加者の皆様とともに考えます。 

 

第 1４回人権シンポ inかながわ・日弁連貧困問題全国キャラバン 

講演「韓国の市民運動に学ぶ 

～日本のこれからの民主主義の在り方を考える～」 

主 催：神奈川県弁護士会（企画：貧困問題対策本部）共 催：日本弁護士連合会 

開 催 概 要 

日時：2026 年 11 月 28 日（土）13:30〜15:00（開場 13:00） 

開催形式：ハイブリッド開催（事前予約不要・参加費無料） 

【会場】神奈川県弁護士会 4 階 （定員５０名）  【オンライン】Zoom ウェビナー配信 

参加方法：当日直接会場へお越しいただくか、下記 URL または二次元バーコードよりご参加ください。 

URL: https://www.kanaben.or.jp/news/event/2026/sympo2026.html 
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